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研究成果の概要：東海地域で発生した過去の巨大地震の断層モデルを構築することは，将来の

地震やその災害の予測において重要である．そのため，東海地震の想定震源域に位置する静岡

県西部の海岸低地にて，歴史記録（絵図や古文書）と地層から地殻変動や津波の痕跡を検出し，

過去に起こった地震の時期や地殻変動の大きさを推定した．また，測量データから得られてい

る地殻変動パターンも考慮に入れて，安政東海地震および宝永地震の断層モデルを再検討した． 
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１．研究開始当初の背景 

東海地域では歴史文書の研究から，海溝型

地震の発生履歴はかなり良く分かっている．

しかし，過去の地震の断層モデルの構築に決

定的に重要な地殻上下変動や津波の規模に

ついては，情報が非常に限られている．  

遠州灘沿岸には中世から交通・通商の要衝

があり，湊や田畑の状況を記した文書や絵図

が残されている．しかし，文書や絵図にある

湊や土地の変化に関する記述を，歴史地震と

関連づけて解釈した研究は少ない（例えば，

今村，1943）．また，絵図や文書に記された

地震に伴う津波についても，地学的なデータ

からそれが検証された例は熊谷（1999）や

Komatsubara et al.(2008）など少数である． 

このため，比較的データが豊富な 1854 年
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安政東海地震でさえ 1980 年代初頭以降，断

層モデル構築に関して大きな進展がない．一

方，北海道東部などでは，地層に残された津

波や地殻変動のデータから地球物理学を介

して，過去の地震の断層モデルを構築する研

究が行われるようになった（例えば，Sawai et 

al.,2004）．東海地方についても，歴史史料

や地学データなどを総合して，断層モデルを

改良していく必要がある． 

 
２．研究の目的 
駿河・南海トラフ沿いにおけるプレート間

地震の長期的な発生予測と防災に貢献する

ため，想定東海地震震源域における地殻変動

履歴を定量的に復元し，過去の東海地震の履

歴を明らかにする．また，こうしたデータを

基に，既存の東海地震の断層モデルをより現

実に合ったものに改良する． 
 
３．研究の方法 
(1)歴史史料の調査 

遠州灘沿岸（静岡県掛川市南部から浜名湖

にかけて）について，東海地震の前後に描か

れた絵図を比較することや，土地の隆起や沈

降を示唆する内容が書かれた文書の内容を

検討することで，地殻変動が起こったと推定

される場所を検索した（図１）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)地形と地質の調査 

歴史記録と地形などを参考に，地殻変動の

痕跡が残っている可能性が高い場所を選定

し，ジオスライサーなどによる掘削調査，測

量，化石分析などを行って，地殻変動や津波

の痕跡の検出を試みた．地震や津波の痕跡と

考えられる地層については，14C 年代測定を行

ってその年代を推定した．また，歴史と地学

データから地殻変動の量を推定した． 

(3)断層モデルの再検討 

上記のデータに明治以降の測地データも

加えて，遠州灘沿岸の地殻変動を矛盾無く説

明するように，過去の東海地震の断層モデル

を再検討した． 
 
４．研究成果 

(1)歴史史料の調査 

 掛川市南部の「横須賀湊」の跡地と磐田低

地南部で，歴史地震に伴う隆起を示唆する情

報が得られた（図 1）．一方，浜名湖西方の新

居町などでは地震沈降の痕跡の発見が期待

されたが，新たな情報は得られなかった． 

「横須賀湊」では，絵図と文書の証拠から

1707 年宝永地震による隆起が推定されてい

る（今村，1943）．幾つかの文書と絵図を基

に，この隆起の範囲などを推定した（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 史料から推定した 1707 年宝永地震前の横須

賀湊周辺の海岸線（点線）と掘削地点（丸印）．1/

2.5 万地形図「袋井」を使用． 

図１調査位置図 



 

 

袋井市から磐田市にかけての海岸低地は， 

中世には大きな潟湖が存在したが，次第に縮

小し，現在は小規模な池を残すのみとなった．

水域の縮小は江戸期以降の新田開発による

部分も大きいが，土地の隆起の影響も考えら

れる．海岸部では湊の移転や塩田の盛衰など，

海岸の隆起を思わせる史料も確認された． 

磐田市南部の塩新田集落は，形や地層の特

徴から河口三角州と考えられる高まりに立

地しているが，現在は海岸から 1.7 km も内

陸に位置している．この集落は 1600 年代初

期に歴史記録に現れるので，その頃に陸化し

たと考えられる．海岸の大きな前進には天竜

川からの土砂供給もさることながら，地殻変

動が関連していることも推定される． 

 
(2) 地形と地質の調査 

①横須賀湊の隆起 

湊の跡地である水田で行った掘削調査（図

2）では，絵図や文書から推定された宝永地

震による隆起を確認できた. 湊跡の地層は，

層相を重視し予察的な珪藻化石と有孔虫化

石の分析結果も参考にして，下位から順に 4

つの堆積ユニットA～Dに区分された（図3）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニット Aは湾口付近で堆積した砂層，ユ

ニット Bと Cは入江中央部で堆積した泥炭層

および粘土層，ユニット Dは低湿地で堆積し

た砂質シルト層で，ユニット Cと Dの一部は

耕作されている．ユニット Cから Dへの変化

は水深の急減を示すと考えられる（藤原ほか，

2007，2009）．14C 年代測定結果から，ユニッ

ト C から D への変化は 17～18 世紀に起こっ

ており，これが史料にある宝永地震による隆

起イベントに当たると考えられる． 

ユニット Cの上面は，陸に近い場所では宝

永地震前の干潟の頂面にほぼ相当する．その

高さは少なくとも標高 1.4 m に達し，これが

宝永地震以降に累積した隆起を示す.調査地

域では 1854 年安政東海地震による隆起は無

視できる程度なので（熊谷ほか，2009），こ

の隆起は主に宝永地震によるものと推定さ

れる． 

湊跡の地層には，洪水や津波などの痕跡と

考えられる砂層（イベント堆積物）も見られ，

その一つは 1498 年明応地震による津波堆積

物の可能性もある（藤原ほか，2007）． 

 
②磐田市南部の地形発達 

掘削調査と工事現場での露頭観察の結果，

過去約 4000 年間について地形と地層の発達

過程を明らかにした．低地の下には三角州が

埋もれており，その上面の形態から地殻変動

の累積が推定された．古い時代に形成された

部分ほど高度が低く，長期的には調査地域は

沈降傾向にある可能性が高い．  

また，この低地では洪水や津波などの痕跡

と考えられる砂層も見られ，その一つは 1096

年に発生した東海地震による津波堆積物の

可能性もある（藤原ほか，2008）． 

塩新田集落では歴史文書から推定された

通り，17 世紀始め頃にはこの付近に海岸線が

あったことが，地層のデータから確認された．

ただし，当時の海岸線を示す地層は標高0.9 m
図 3 横須賀湊跡で見られる代表的な地層の重なり 



 

 

付近にあり，明瞭な隆起は認められない．  

 

③明応地震に伴う浜名川の流路変化 

新居町には中世まで浜名湖から西流して

遠州灘へ注いでいた浜名川の流路跡がある．

流路跡で行った掘削調査によって，この流路

が 15 世紀末頃に放棄され，その後湿地に変

わったことが分かった．歴史上，浜名川の流

路変化は 1498 年明応地震によると推定され

ていたが，それが地学的にも確認された．地

盤の上下変動の有無については未検出であ

るが，流路跡の地層からは歴史地震による津

波堆積物の可能性がある砂層が複数枚検出

された． 

 
(3)断層モデルの再検討 

①安政東海地震と宝永地震の断層モデル 

鷺谷（2007）は水準測量データに基づき，

1884 年以降の非地震時には，沼津～掛川の沈

降と掛川～名古屋の隆起という変動パター

ンを示すことを指摘した．このパターンが安

政東海地震以降の地震間変動であると解釈

すると，この変動は安政型の東海地震により

解消されるものである．この仮定に基づいて，

Ishibashi (1981) の安政東海地震の断層モ

デルに基づくバックスリップモデルが，この

地殻変動パターンを説明できるか調べてみ

た．その結果，このバックスリップモデルで

は，沼津～掛川が大きな沈降となる一方，掛

川～名古屋の隆起が非常に小さく，地殻変動

パターンを再現できない．そこで，Ishibashi 

モデルの断層パラメータをサーチした結果，

沈み込み角度を小さくすることで，地殻変動

パターンを再現できることが分かった．

Ishibashi モデルでは，駿河湾での沈み込み

角度が 34°と大きく，この地域の震源分布と

明らかにずれている．角度を 15°程度とする

と，地殻変動パターンを再現でき震源分布と

も合い，さらに中央防災会議による想定東海

地震の断層モデルとも整合する．よって，沈

み 込 み 角 度 を 15 ° 程 度 と 修 正 し た 

Ishibashi モデルが，安政東海地震のより適

切な断層モデルと考えられる。 

相田（1981）は，東海地域での 1707 年宝

永地震における津波の高さが，安政東海地震

の時とほぼ一致することから，東海側につい

ては安政東海地震のモデルを宝永地震のモ

デルとして考えてよいとしている． 

修正 Ishibashi モデルを用いて地震時の

上下変動量を計算すると，掛川付近がヒンジ

ラインとなり，この地域では宝永地震および

安政東海地震において大きな上下変動は生

じない（図 4）．これは上述した宝永地震時，

あるいはそれ以降の横須賀湊周辺における

１ｍを超える隆起を説明できない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②横須賀湊の隆起を説明する断層モデル 

横須賀湊周辺での隆起を説明する可能性

を検討した結果，次の 2つがあることが分か

った．1）掛川～磐田に北東・南西に延びる

高角（30°）北西傾斜の浅い逆断層を想定す

るモデル（図 5）．2）駿河湾に沈み込む断層

図 4修正石橋モデル（Dip=15, W=65 km)



 

 

面のさらに深部延長部のスリップモデル． 

1）は鷺谷（2007）が東南海地震に伴う掛

川～袋井の上下変動を説明するのに考えた

断層と似ているが，横須賀湊の隆起量を説明

するためには M7クラスを数 kmの深さに置く

必要があり，鷺谷（2007）の断層モデルより

は浅く大きい．2）では隆起が広域となり，

浜名湖においても 50 cm 程度の隆起となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）に関しては，局所的に変動を起こすこ

とができ他の地域への影響が無い一方で，こ

のような浅い断層であれば地表に何らかの

痕跡が見られてもよいと考えられるが，その

痕跡ははっきりしない．2）に関しては，広

域に隆起が起こるため，そのような隆起があ

ったかどうかを歴史や地質記録を基に検証

する必要がある．またこのモデルの深部スリ

ップ域は 2000 年頃から浜名湖下で起こった

長期スロースリップの領域であり，ここで大

きなひずみを蓄積できるのかにも疑問が残

る．どちらのモデルが適切かは現時点では結

論できないが，これらのモデルを検証するた

めの総合的な調査が必要であろう． 
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